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3— 1 準備 品

3 スバルセレクトモニタ

(カートリッジ498345900)

ぢ(31；入出力信号や制 

御データをモニタし、 

不具合系統の診断を 

行なう。

工具 各部の配線点検

クリップコード

サーキットテスタ 
(アナログタイプ)

サーキットテスタ 
(デジタルタイプ)

テストリード線
ワニロクリッ

各部測定用

計器

波形点検

オシロスコープ 

プローブ 
アースリード



車速信号 ㊉
8

(9)
0

エンジン
回転信号

V

丄

アクセル3.ガ.1

？ レンジ3. V， X
か ¥0

闩レンジ3.西.1

㈧レンジ3. 1

0 レンジ3. I；

0 5レンジ3. V/. X ハ广

(1

エアコン信号 （^)

〜八/い3 0半丨]別 
開放：N3¢卩 
接地：问六去

E^\ 
£01] X

タコメータ

10
20

9

11

〇

丫

I 0 3. \^，

ノゞッラ1'リ
-31-
ェ

電磁クラッチ

22

24

32

23

31

27 し丫 -㊉
し丫

曙 ㊀

80

-〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇
1 卜

^ 6「

^ 丫 8

^ 刊

^ 丫闩

\L
14

2

3 
10

〇
08

ブレーキふ西.

八83作動信号 し

0\^
〇

ブレーキ3.西.

1

コンプレッサ 
クラッチ

8

スロットルセンサ電源モニタ 闩丫

スロットル開度信号！^

4

6

21

巳〇じ

门
28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

4

34

25

ぼ
0 5ソレノイド

0しじ丁(3卜!. 丁已， 
ランプ

端子配列

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

〔1〕システム全体図

3
じ 

8 
〇
 八已
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システム概要ーシステム構成図

〔2〕システム構成図
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システム概要——入出力電圧値

〔3〕入出力電圧値

日〇リ端子配列

门 厂〇 门 门 「 门
28 27 26 25 24 23 22 21 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
36 35 34 33 32 31 30 29 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

系 統 測定端子 線
色 測定条件 電圧値（乂）

1〇 車両停止時、端子間電圧 〇
車速センサ

20 6 車両30ヒ11/11時、端子間電圧 
(車速の増加に伴い、電圧は上昇する）

2.8 V以上
八〇レンジ

イグニッシヨンパルス 9 \ 了 アイドリング回転時 ,卜，し、、ル叮ノ
I 点火波?^

アクセル3— 11 〇研
アクセル開放時 約〇

アクセル踏込み時 電圧

スロットルセンサ信号 29 只 アクセル開放時 約0
アクセル踏込み時（開度の増加に伴い電圧上昇） 〇〜4.5

スロットルセンサ電源 21 10. 81〇N時 約5.1

〇 3
〇レンジの時 約〇

〇レンジ以外の時 電圧

〇3 13
〇3レンジの時 約〇

離
〇5レンジ以外の時 3八丁丁電圧

インヒビタ洲 只 14 81：
只レンジの時 約〇

只レンジ以外の時 丑八丁丁電圧

F 12
？レンジの時 約〇

？レンジ以外の時 電圧
レンジの時 約〇9乙

レンジ以外の時 8八丁丁電圧

ブレーキ3が
ブレーキ開放時（踏まない時） 約〇

4
ブレーキ踏込み時 電圧

人/〇信"号 6 -八/〇コンブレッサ〇ドド 約〇
11-/ レ1 口つ

八/〇コンブレッサ0^ 丑八丁丁電圧

八83作動信号 7 し
八33非作動時 8八丁丁電圧

1

^38作動時 0

㊉
27

.7 V ？鲁レンジ（逆励磁） 6〜8

墨1？办クモ、ソチ
35

1^1

走行レンジでアクセル開放（ドラッグ） 0.7〜2.0
114ム ノノ ノノ

㊀ 28
-而

レンジ（逆励磁） 6〜8
36 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ） 約〇

クラッチ信号 25 孔
卩^ レンジ 3八丁丁電圧

クラッチ通電時 約0.6〜0.7

ソレノイド 26
レンジ 約〇

05レンジ以外 丑八丁了電圧

34 尺
ランプ点灯時 約〇

ランプ ランプ消灯時 3八丁丁電圧

アイドノレアップ
33

八33非作動時 約12
要求信号 八33作動時 約0

入

力

出

力
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システム概要——フェイルセーフ機能

〔4〕フヱイルセーフ機能

故障箇所 故障モード 故障時の制御 目的 車両挙動

アクセル3…系 (別表）
エンジン回転13501以上の時 
アクセル踏込みモードとする 走行不能防止 (別表）

スロットルセンサ系 ショートまたは断 
線

正常に戻るまで代用値を用いて制 
御

トフンスミツン
ョン保護

特に変化なし

車速セ サ系

走行レンジでクラ 
ッチ電流が流れて 
いるのに車速が入 
力されない

エンジン回転1850『1)111以上の時 
アクセル踏込みモードとする

惰行時のエンジ 
ンブレーキ確保

ァクセル開放で惰 
行した時ェンジン 
回転18501^111未 
満になるまでクラ 
ッチ切れない

クラッチ回路系
ショートまたは断 
線

正常に戻るまで逆励磁とする 只01；破損防止 クラッチがつな力 
らない

複数のレンジ3界 
が〇1^となった

アクセル開放、またはレンジ 
3界が〇かつ車速121^111/11未満
の時はレンジ、それ以外は〇3 
レンジと判断する

〇5レンジの状態か 
ら無入力となった

他の3界が〇するまで〇5レンジ 
とする

ヒビタ3…
0レンジの状態か 
ら無入力となった

アクセル踏込み、または、車速12化!!!/ 
ヒ以上：他の3冒が0Nするまで0とす 
る
アクセル開放、かつ、車速121^111/11未 
満：他の3冒が01^するまでI3，Xとする

走行不能防止
トランスミツシ
ョン保護

只レンジの状態か 
ら無入力となった

他の3…が01^するまではIV！レ 
ンジとする

セレクトレバーが
走行レンジにあっ 
てもドラッグ電流 
が流れない

極低速でギクシャ 
ク感大

アクセルに足をの 
せているとN40 
にセレクトできな 
い（ギヤ鳴き）

？，Xレンジの状態 
から無入力となった

他の3冒が〇Nするまでは？，レ 
ンジを保持する

ギヤ鳴き防止 逆励磁：走行不可

ブレーキ3 V系
ブレーキ3冒が一 

度も変化しない
ブレーキ〇1^と判断する エンスト防止 特に変化なし

く別表〉
アクセル3界系の故障モードと検出の可否

アクセル3界

正常 〇1^のまま（開放) 〇孖ドのまま（踏込)

スロットル

センサ

正常 正常 検出可( エンジン回転1350113111以上で
走仃モード 検出不可（クリープ)

異常 検出不可、スロットルセンサ系故障優先

く注意〉，〇1^のまま........
^〇尸ドのまま.......
-検出不可の場合

ハーネスショート等も含む, 
、ーネス断線等も含む。
‘ラブルコードは残らない。
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トラブルシューティングのステ ヅ

不具合車両入庫

問 診 パ 不具合の発生条件、環境、現象を 
確実に聞き出す

現象確認 現象を確認し、不具合状況を把握 
する

基本点検

トラブルコードあり 故障履歴読み出し

セレクトモニタまたは(:しじ丁(:㈠ 
ランプで行う

トラブルコードなし

トラブルコードに基づく点検 不具合現象に基づく点検

ひ

クリアメモリ
(故障履歴消去)

確認テスト
N0

〇X

終 了
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トラブルシューティングの実施 —基本点検

1-基本点検
基本点検はトラブルシューティングにおいて不具合発見を早めるので、必ず実施すること

点検の順序-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

点検
順序 点検部位 チ:21ックポイント

1 トランスミッション外観、オイルレベル 油もれ、にじみ、丑(:ン丁フルードの適否

2 セレクトケーブル、シフトリンケージ、インヒビタ3界 各々の位置関係

3 トランスミッシヨンコントロールケーブル 調整の適否、ケーブルあそび量

4 バッァリ、電源、およびアース系
バッテリ比重、バッテリ端子ゆるみ、アースボルトゆるみ、
し イ、し 、、'―1、、11 11 X ,んっヒュース、ヒューンフルリノク切れ

5 アクセル3界 ぺタルの遊び範囲内で作動するか

6 コネクタ饈、ブラシ〜スリップリング部
コネクタがきちんと結合されているか。ブラシが折れたり、 
汚れたりしていないか。

7 エンジン 規定回転数、規定点火時期か（アイドリング時）

8 ストール回転数 ストールできるか

9 ライン圧 規定圧力にあるか

10 只(：1；への入出力（セレクトモニタにて） 入力#出力されているか

トランスミッション外観、オイルレベル

オイルパンガスケット、テストプラグ、エアブリーザ 

ホース、エンジンとの合わせ面等からのオイルのにじ 

みを点検する。

とくに、エンジンとの合わせ面付近にオイル漏れの 

にじみの形跡がある時は、ブラシ〜スリップリング部 

にオイルが付着している可能性があるので、ブラシの 

点検を必ず行う。

セレクトケーブル

セレクトケーブルの位置が正しく調整されているか 

確認する。

(1) 車体側セレクトレバーを位置に合わせる。

(2) トランスミッション側のケーブル取付ボルトをゆ 

るめる。

(3) トランスミッション側アームをX位置にし、特殊 

工具.ストッパピンをインヒビタスイッチの穴とアー 

ム切欠部に差込む。

⑷ケーブル取付ボルトを締付ける。

取付ボルト

T 4,9±0, 5〔0.5土(). 04〕
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トラブルシューティングの実施——基本点検

インヒビタ

く点検〉
(1) インヒビタ3界のコネクタを外す。

(2) 各レンジでの導通点検（オスピンを該当端子に挿入し 

行う。テスタピンをむりやり差し込んではいけない）

く調整〉
(1) 車体側セレクトレバーをXレンジにする。

(2) トランスミッション側を位置にする。

(3) インヒビタスイッチの取付ボルトをゆるめる。

(2力所）
(4) 特殊工具，ストレートピンをインヒビタスイッチの穴 

からシフトアームの切欠部に差込み、インヒビタスイッ 

チの位置決めをする。
31^) 499267300ストッパピン

(5) インヒビタスイッチ取付ボルトを仮締めし、特殊エ 

具.ストッパピンを抜く。

⑹取付ボルトを締付ける。
11"14.9±0.5 〔0.5土(). 04〕

⑺取付ボルト締付け後、特殊工具、ストッパピンを再度、 
インヒビタスイッチ穴に差込み、軽く挿入できることを 

確認する。

〇3 0 ㈧ 只
0 〇

)
6

(:) (: (: (: 9
1

(:
5

(:

12

10
1
2
3
5
4
6

1 2 3 4
5 6 7 8
9 10 11 12

画’.’’

11111111111

トランスミッションコントロ ールケーブル

(1) スロットルボディ側全開時に、トランスミッション側も全開になっていることを確認する。 

整備不良の場合、走行性が悪化することがある。

(2) スロットルボディのスロットルバルブが全開、全閉になることを確認する。
冬

(3) スロットルバルブ全開時、コントロールケーブルに遊 

びが大きくある場合は、コントロールケーフルを以下の 

手順で調整する。

①コントロ ールケーフル再調整用のロックプレートを 

ケーブル軸直角方向に押し、スライダをトランスミッ 

ション側へ動かして再セットする。この時コントロー 

ルケーブル自動調整部の“！;’寸法を2111111以下にす

コントロールケーブル

る。

② スロットルボディのスロットルバルブを手でゆっく

りと全開にして自動調整を行わせる。この時、コント 

口 ールケーブル自動調節部のスライダが“カチ、カチ” 

と音を立ててスロットルボディ側へ移動することを確 

認する。

③再度、スロットルバルブが全開になっていることを 

確認する。

ロックプレート 
(調整用）

ケーブル自動調整部

スライダ



トラブルシューティングの実施——基本点検

一ーバッテリ、電源、アース系

(1)バッテリの比重、電圧測定

基準値
バッテリ電圧 12ソ

腫 1.260以上

(2) ヒューズ、ヒュージフルリンクのチェック

(3) アースホルトのゆるみチヱック

くヒューズボックス〉

ヒユースボックス

アクセル

アクセルペダル上での5…の作動点を確認 

く接点〉
各スイッチは図のようにべダルを離した伏態から、 

作動点で〇1^から〇ドドになる。

^アクセル3界........4 土 2111111ストローク時

く調整〉

カムを回転させて調整

/

アクセル3\^〇问

アクセル3^
〇㈧

全閉 全開アクセル開度

注意

アクセルケーブルの遊び調整後に作動点確認を 

実施すること0

また、アクセル3…作動後に、アクセルケーブル 

が引かれることを確認すること。
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トラブルシューティングの実施——基本点検

—コネクタ、ブラシ〜スリップリング部——

(1)丑011とブラシホルダのコネクタが確実に結合され 

ているか確認。

ニット

(2)ブラシ〜スリップリング部点検 

ブラシを取外し、油や水で汚れていないか目視点検。 

エンジンオイル、丑じゾ丁フルード、グリース等で汚れて 

いる場合はエンジン、トランスミッションを降し、油も 

れの原因を処置。

また、ブラシが偏摩耗（片ベり）している時は、押しつ 

け力不足で接触不良を起こすおそれがあり、新品と交 

換〇

——エンジン-----------------------------------------------------------

アイドリング回転数、点火時期を規定値に合わせ、アク

セル踏込み時のエンジンの調子（ボコツキ、息つき等が 

ないこと）を確認。 、

-タイミングライトによる点検

型 式 问八一圧1\^1車 車

基準値
アイドリング回転数（「口⑴） 800 土 50卩⑺

点火時期（日丁〇〇/「⑽） 10° ±3° バ800±50「口⑴ 
(テストモードコネクタを結合）
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トラブルシューティングの実施——基本点検

------ 八卜ール回転叙---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

0レンジでストール伏態のエンジン回転数を測定することによりトランスミッション内部のベルト.プーリ等 

の作用、電磁クラッチ等の作用、エンジン出力の良否を診断する方法である。

くテスト前の準備〉

エンジンオイル、冷却水、丑〇ゾ丁フルードを点検、

走行暖機後実施。

くテスト手順〉

① 電気的負荷（エアコン、ライト等）が入っていな 

いことを確認する。

② エンジン回転針を運転席から見える位置に設置。

③ 前後輪に確実に輪止めをし、さらにパーキングブ 

レーキを引く。

④ セレクトレバーを〇レンジにセット。

⑤ 左足でフットブレーキを強く踏みながら、アクセ 

ルペダルをゆっくり全開まで踏み込む。

⑥ ストール開始後、ストール回転数をすばやく（5 

秒以内）読み取り、アクセルを民す。

⑦ アクセルを戻し、アイドリング伏態で5秒休む。

—ライン圧----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- -

已〇又丁油圧メカニズムすべての圧力源であるライン圧が不良になるとクランプ（締付け）力不足によりべル 

卜がスリップし、走行性に悪影響を与える。

① サイドケースについている圧力取出しプラグを取外す。

② 圧力取出し口に特殊工具アダプタを取付け、特殊工具.オイルプレッシャゲージと結合する。

498575400オイルプレッシャゲージ 

498895400 プレッシャゲージアダプタ 

498897700アダプタセット、オイルプレッシャ

③ オイルプレッシャゲージを適当な位置に設置する。

〇レンジ- アイ ドリング伏態で計測する0

基準値 201^/0⑺2以上

注意

充分暖機後、ライン圧測定をする0

3-12

⑧5回ストール測定を行い、5回目の回転数を測定 

値とする。

【基準値。 2300「叩1以下

㈧八、30共）



トラブルシューティングの実施——基本点検

日〇リへの入出力

入カチヱックはセレクトモニタを用いるのが確実 

な方法である。セレクトモニタは玨(：11内部のデータ 

をモニタできるため、圮011の入力識別状況、出力の制 

御伏態を点検することができる。

(カセット： 498345900)

異常なところがあれば、「トラブルコードに基づく点 

検」を参考に該当部位を点検する。

くスイッチ入力〉
① セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド八〇

圮1^1」を入力し、右の画面にする。

② レンジ3界を卩—〇^まで順次セレクトし、該当す 

る1^：0がそのレンジで点灯することを確認。

③ アクセルに足をのせるとN0.9の1^：0が消えるこ 

とを確認。

④ ブレーキを踏むとN0.6の1^0が点灯することを 

確認。

⑤ エアコンが〇1^になると、N0.7の1^0が消灯す 

ることを確認。

⑥ セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド八1

已1^丁」を入力し、右の画面にする。

⑦ 八83作動時にN0.1の1^0が点灯することを確認0

(八88無車でも表示されるので注意すること。）

1~~I…通常消灯、操作時点灯1 

、〇I…通常点灯、操作時消灯；

FN 只 0 〇5 ——

丑尺 八〇 八5 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

FN レンジ3界又は⑷

尺 レンジ8買（只）

0 レンジ3冒（0)

〇5 レンジ3パ（〇5)

8尺 ブレーキ

八〇 エァコン信号

八3 アクセル3界

ノ^ —— ——

八33作動信号

ぐ0NX0FF^>

① セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド八2 

丑1^丁」を入力し、右の画面にする。

② 〇5レンジにセレクトすると0.2の1^0が点灯 

することを確認する。

③ エンジンがかかった伏態でアクセル開放で〇レ 

ンジにセレクトすると、約0.6秒後に0.1の1^：0 

が点灯することを確認する。‘

④ 八83作動時に1^3の1^0が点灯することを確認 

する。

(八33無車でも表示されるので注意すること。）

〇し 30 [尺 —— ——

1 ハ2 3 4 5

6 7 8 9 10

〇乙 クラッチ信号出力

30 ソレノイド出力

I尺 アイドル，アップ要求出力
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トラブルシューティングの実施——基本点検

—[〇リへの入出力---------------------------------------

く車速入力〉
① セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド03

已1^1」を入力し、右の画面にする。

② リフトアップにて走行し、メータ指示とモニタ表 

示車速がほぼ一致していればよい。

^ (「ほぼ」は約10%程度）

③ 発進できない場合は点検しなくて良い。
(車速入力のせいで発進できなくなることはない) 

くエンジン回転入力〉
① セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド04

ぢ1^丁」を入力し、右の画面にする。

② ？レンジ2000113111時のモニタ表示を確認する〇 

大きく外れていなければよい。
③ エンジン回転が一定であるのに表示内容が変動 

する場合は、エンジンタイミングベルトのゆる 

み、また丑〇丨用五01；の制御アース断線などが原 

因として考えられる。
くクラッチ電流〉

①クラッチ電流については、指示電流（1(3〇1し）と 

実電流の両方をモニタすることがで 

きる0
1 1001し"^ ド05

、10乙丁0只-^¥07 )

②次表に従い1001しと101^011を確認する。

条 件 1(：〇1乙，10乙丁011

〇レンジアイドリング、 
アクセル開放

0.2〜0,3八

Xレンジ
つ"116

(但し11丁〇只は逆励磁であ 
っても0と表不）

リフトアップして0レンジで 狐 35わ!!/!!. 2.95火
走行 燃〇 40^/11，2,60八

③指示電流は〇^、実電流がN0のときはクラッチ 

回路の何らかの異常である。

ぐ変速比〉
① 変速比はエンジン回転と車速により算出してい 

るので、クラッチが切れている領域では強制的に 
2.50を表示する。（変速異常でも変速比2.50と表 

示されるので注意）

② 確認は実走行にて行い、アクセル全閉でコーステ 
ィンダの伏態からキックダウンし、表示が変化す 

ることを確認する。
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ソ5？

〇〇ヒ11/11

げ03)

0000^111

(卩04)

約80001^)111以上は表示できない。

指示電流

1〇〇1し

0.0八

(ド05)

実電流
スクロールキ 
で切りかえ

10乙丁011

0.0八

⑽7) ノ

注意

過渡的に指示電流と実電流が一致しないこと 

がある。通常は指示電流に対して実電流は士 
10%の範囲内に入る。

只八丁1〇 ⑽6)

〇. 〇〇

し〇ソ/日寺 2.50 
〇〇日寺 0.50



セレクトモニタ接続

電源を入れ、ぢ〇又丁を選択

(カセット:498345900)

(，）

丫巳3 : 0 〇丁㈠日闩ゾ

次の操作をすれば

サービスコードが表不される

ランプに故障履歴及び

① レンジで10

② 05 —の順にゆっくり
セレクト 1

③ ヱンジン始動

，トラブルコードの出てくるタイミング

103\^
〇问

点灯
ランプ

消灯
②の操作

〇3で 103^ エンジン始動

車種判別コード 
3回

〇にコードまたは 
トラブルコード

2.故障履歴およびクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

瓦〇乂丁コントロールシステムに何らかの故障が発生し、丘〇リでその内容を検出できた場合は、故障内容に対 

応したトラブルコードがバックアップメモリに保存されている0また、クラッチ保護制御が作動した場合にも、 

その制御作動内容に対応したサービスコードが同様にバックアップメモリに保存されている。

トラブルコード及びサービスコードの読み出しは、①〇し1；丁011 ランプによる方法、②セレクトモニ

夕による方法がある。

--------〇しリ丁〇㈠丁ランプによる方法----------- ------------ セレクトモニタによるトラブルコ-ドの読み出し方法——

トラブルシューテイングの実施——故障履歴およびクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

次のトラブルコード 
またはサービスコード

長い 長い 長い短い

③トラブルコード.サービスコード（例： 31)

等間隔 
(0.5秒毎)

3 0車

〜八車一 短く1回

5 0車一 短く 2回

②〇1^:コード

〜八車
を入力

，コードの読み方
①車種判別コード

/を入力

〇

1995 ⑻〇）

50 3八し1巳八闩

已〇ソ丁 (〆）

丫已3 : 0 〇丁邮闩ゾ

1995 ⑻〇）

3八、1巳八闩 已。ソ丁

①
②
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トラブルシューテイングの実施——故障履歴およびクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

------ セレクトモニタによるトラブルコードの読み出し方法------

③スクロールキー（个4)でド30モードにする。

脱(3 ㈣〇)

トラブルコードく略称〉

故障履歴なし—故障履歴-^故障履歴あり

1コードあたり2秒間づつ 
トラブルコードを小さい順 
にくり返し表示する。

01八0 (削)

N0 丁只〇118乙丑

——セレクトモニタによるサービスコードの読み出し方法

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ、ぢ(:\^丁を選択 

(カセット:498345900)

③スクロールキー（个“でド82モードにする0

サービスコードく略称〉

制御作動—制御作動履歴—制御作動 
履歴なし 履歴あり

1コードあたり2秒間づつ 
トラブルコードを小さい順 
にくり返し表示する。

5只只ソ10迟（孖82)

N0 〇〇〇丑
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トラブルシューティングの実施 トラブルコードと故障履歴

I トラブルコードと故障履歴

、ラブル

コード
内 容 ランプ 故障と判断する条件 推定故障部位，内容

17
レンジ系 

複数入力故障
点灯

2つ以上のレンジ3界が同時に〇1^にな

た

〇 レンジインジケータランプのヒューズ切 

れ

ハー不スシヨート

21
スロットルセ

サ信号系故障
点灯

センサ出力電圧が所定値をこえた 

車速センサ系の故障でなく、かつ所定の走 

行パターンのくり返し中に、一度もスロッ 

トル開度が所定値をこえない

ハーネス断線、ショート 

スロットルセンサ本体の作動不良 

コネクタの接触不良、端子抜け 

エンジン及び丑〇ゾ丁用五01；の故障

22
スロットルセン

サ電源系故障
点灯

スロットルセンサ電源電圧が所定値を下 

廻った
同 上

31 アクセル3…系 点灯

アクセル開放かつスロットル開度が15度 

以上でエンジン回転数が1500113111をこえ 

た

但し、スロットルセンサ信号系及びス 

ロットルセンサ電源系が故障していな 

い事

アクセル3界不良 

関連ハーネス断線、ショート

33 車速センサ系 点灯

発進モードでエンジン回転数が230011)1X1 

以上で15秒間、車速パルスが入力されな

関連ハーネス断線、ショート 

車速センサ単体異常

い

(ブレーキ開放であること)

#ブラシ〜スリップリング部シヨート（異

物）

，ブラシ〜スリップリング部油もれ、水侵入 

による導通不良

，ブラシスプリング押付け力低下による接

34 クラッチ回路系 点灯
#レンジ位置に関係なく、クラッチ回路の断 

線、ショートを検出した

触不良

#ブラシ折れ

#クラッチコイル内部断線、ショート 

，クラッチ回路ハーネス断線、ショート 

-ブラシホルダコネクタ、已〇11コネクタの

接触不良、端子抜け
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トラブルシューティングの実施 トラブルコードと故障履歴

トラブル

コード
内 容 ランプ 故障と判断する条件 推定故障部位，内容

36
アイドルアップ 

要求信号
点灯

アイドルアップ要求中に、エンジン回転数 

が所定回転数を積算して60秒間下回った

アイドルアップ要求信号系のハーネスシ

ョート、断線

£011,ソレノイドコネクタの挿入不良、端 

子接触不良、端子抜け 

関連の信号系故障

37 〇5ソレノイド系 点灯
ソレノイド出力回路の断線、ショートを検 

出した

出力回路系のハーネスショート、断線 

丑〇11、ソレノイドコネクタの挿入不良、端 

子接触不良、端子抜け

ソレノイドの内部断線、ショート

45
ブレーキ 

スイッチ系
点灯

所定の条件下で、一度もブレーキスイッチ 

が作動しない

ブレーキスイッチ系のハーネスショート、

断線

丑011、スイッチコネクタの挿入不良、端子

接触不良、端子抜け 

スイッチ本体の作動不良

53 変速異常検出 点滅
車速とエンジン回転数の関係から推定し 

て、変速異常状態を検出したとき

シフトコントロールバルブの変速異常 

クラッチトルクの低下 

クラッチ回路系の故障

く参考ン
-エンジン始動後も13^ランプが消灯しない時は、イグニッションパルス系の故障氓(:VI用丑〇11に入力されていな

い）

#電磁クラッチ本体の故障は検出不能
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トラブルシューティングの実施——サービスコードと制御作動履歴

国サービスコードと制御作動履歴

サービス

コード
内 容 ランプ 制御の作動条件 点検 部位

51

ストール時のク

ラッチ保護制御

作動

点滅
-過酷な負荷条件下で、ストール状態を連続

して行1つた。

ハンフトコントロールバルブの変速異常

-所定時間以上ストールを行った

-坂道等でアクセル操作だけで停車した

-車速センサ系の故障

52
クラッチ高温時

の保護制御作動
点滅 クラッチ高温時の保護制御が作動した

，シフトコントロールバルブの変速異常

-坂道等でアクセル操作だけで停車した

-過負荷での運転

-車速センサ系の不良

国クラッチ回路系の表示方法

セレクトモニタを使用してトラブルコードを読み出した場合、下記の略称が表示される。 

この略称はどの様な故障で、検出したかを示している。

0乙？：クラッチ上流側の地絡故障 

0乙IV[:クラッチ下流側の地絡故障 

0乙〇：クラッチ回路の開放故障

(注）

-この表示は複数表示される場合がある。

-この表示は、主に点検すべき故障要因を示すが、故障原因が特定できない場合には、 

他の故障要因も点検する。
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トラブルシューティングの実施ーサービスコードと制御作動履歴
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トラブルコードに基づく点検

3 トラブルコードに基づく点検

〇トラブルコード17 レンジ系複数入力故障 卩.3 — 22

トラブルコード21 スロットルセンサ信号系 卩.3 -24

トラブルコード22 スロットルセンサ電源系 卩.3 -26

\トラブルコード31 アクセル3…系 [=>.3 -28

(トラブルコード33 車速センサ信号系 「.3 -32

1トラブルコード34
クラッチコイル回路系 卩.3 —36

\トラブルコード36 アイドルアップ要求信号系 卩.3 -42

1トラブルコード37
〇3ソレノイド系 卩.3-46

(トラブルコード45 ブレーキスイッチ系 卩.3 -50

1トラブルコード53
変速異常検出 13 - 52
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード17

〔 トラブルコード17レンジ3…系複数入力故障 )

丁 日ム平目申 —小兵口祝豕-' ―111 - -

，複数のレンジ3界信号が同時入力された。 レンジとの複数入力故障 
走行不可、発進できない 

，？，レンジ以外との複数入力故障
〇5レンジとなりエンジンフレーキ感大

インヒビタ3^ ^132^) (^132) (^2^) (232")

〇3 0 ？
(:5 3 7

1ウ卜ド 1 /
2 ¢11) 9

(！) 10
(:5 (:5 (:) V 1

2
¢1 3

1！) 5
( 4

1) 6

巳
¥0 
巳「
7？
丫… 
丫 ^

19
18
17
16
15

丫〇 
巳广 
V巳 
頂 
V闩

12
14
2

E^^T
E^^}

3
13

E^VT

-フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

「点検により["闪[〇リがレンジ3…故障と 
判断する場合があるので、本点検後は闩 
Iの0チェック/クリアメモリを必ず行うこと。]
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード17

1-日〇リへの入力信号 (1)16キーを01^にする。 〇仄の時
電圧測定 (2)五01；コネクタ卩48は結合のまま。 6(：！；交換

(全レンジについて点
検）

(3) セレクトレバーを点検レンジ位置にセレクトする。
(4) 瓦(：1；コネクタド48とボディ（0X0)の間の電圧を測定 

する。

？レンジ ド48 X0.12 — 0X0
レンジ ド48 N0.14—

Xレンジ 卩48 N0. 2—0^0
0レンジ 卩48 N0.
0 5レンジ 卩48 N0.13 —

基準値
当該レンジ ：約〇ソ
その他のレンジ：バッテリ電圧

2.インヒビタ5西点 

検

(全レンジについて点
検）

(1) 10キーを〇ドドにする。
(2) インヒビタ3…コネクタ只132を分離する。
(3) セレクトレバーを点検レンジ位置にセレクトする。
(4) インヒビタ3界コネクタ1^132-ゎ端子間の導通を点検 

する。

卩レンジ 只132—匕 N0.1--N0.2

尺レンジ 尺132-ゎ N0.1-一 N0.3

Xレンジ 只132-し N0.1-—N0.5

〇レンジ 8132—1) N0.1—-N0.4

0 5レンジ 只132-わ N0.1-一 N0.6

基準値
当該レンジ ：導通あり 
その他のレンジ：導通なし

N0の時
インヒビタ3界交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード21

ラブルコード21スロットルセンサ信号系

診断内容
信号系統の断線、ショート 
スロットルセンサ本体不良

不具合現象

-加速不良
-エンジン吹上り不良

スロットル 
センサ

2
3

80

(^28^

^ V

7
12
14

巳，I 
£01]

15
14
6

80
闩丫

8
只V

闩

(115

フローチャートに従い右頁の要領で点検する0
N0

1
スロットルセソサの

スロットルセンサ交換単体点検

01¢

2 日〇じへの入力信号 
電圧測定

N0 ハーネスまたは 
コネクタ修理、交換

コネクタ，接触不良が原因
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スロットルセンサコネクタ只97を結合する。
10キーを〇Nにする。
圮01；コネクタ卩84は結合のまま。
五011コネクタ尸84とボディ（(^^0)の間の電圧を測定 
する。

ド84 N0.29—〇即

N0の時 
ハーネス又は 
コネクタ修理、交換

2.に(:じへの入力信号 
電圧測定

基準値
全閉： 1.0 V以下 
全開： 3.5〜4.5 V

注意
アクセルペダルの踏込みに比例してリニアに変化するこ 

と。

(^97^)

..-[=1—一.-

3 2 1
门

0)

1"!
28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード21

スロットルセンサ
の単体点検

(1) スロットルセンサコネクタ只97を分離。

(2) スロットルセンサ本体の端子間の抵抗を測定する。

尺97— わ N0.1—N0.3

(3)スロットルバルブをゆっくり開閉させて、スロットル 
センサ本体の端子間の抵抗を測定する。

897—わ N0.2 — N0.3

基準値
全閉： 0.2〜0.9 X 0 
全開： 2.5〜6.2ド0

注意
スロットルバルブの開度に比例してリニアに変化するこ 

と。

N0の時
スロットルセンサ

交換

\
)

7 
\
)
/ 
\

^
〆

2 
3 
4

/
(

%、 
X
I

V 
^
1
\
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22

ラブルコード22スロットルセンサ電源系

診断内容
ハーネスの断線、ショート 

コネクタの接触不良、端子抜け 
スロットルセンサの本体不良

，6011、-辽011の不良

不具合現象

加速不良
エンジン吹上り不良

スロットル
¢17) (^28^
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード22

1,スロットルセンサ
の単体点検

(1)スロットルセンサコネクタ尺97を分離。 N0の時
⑵スロットルセンサ本体の端子間の抵抗を測定する。 スロットルセンサ

交換
只07 一]〇 N0.1—N0.3

基準値 3.5〜6.5に0

(3)スロットルバルブをゆっくり開閉させて、スロットル 

センサ本体の端子間の抵抗を測定する。

897— わ N0.2 — N0.3

基準値
全 閉： 0.2〜0.9
全 開： 2.5〜6.2

注意
スロットルバルブの開度に比例してリニアに変化するこ 

と。

2.巳〇リへの入力信号 (1)10キーをにする。 N0の時
電圧測定 (2)芭011コネクタド84は結合のまま。 ハーネス又は

(3)远01；コネクタ卩84とボディ（0X0)の間の電圧を測定 コネクタ修理、交換
する。

ド84 N0.21 一⑶〇

基準値 約5.1 V
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トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード31

トラブルコード31アクセル3…系

診断内容
アクセル信号系の断線またはショート 
アクセル3界不良

不具合現象

発進しない 
クリーブする

(01)

アクセル3^7
⑧

已(3じ

ザ7. 2
1

一 〇西 ㈣
11

已
1

已〇ソ丁

，フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31

2.日〇じ〜アクセル 
3…間のハーネス
点検

1,£(3じへの入力信号 

電圧測定

N0の時
ハーネス又は
コネクタ修理、交換

10キーを0Nにする。

E^^]コネクタ卩48は結合のまま。 

601；コネクタ卩48とボディ（(^10) 
する。

の間の電圧を測定，

？48 0.11―⑽〇

基準値
アクセルを踏んだ時：バッテリ電圧
アクセルを離した時： 〇 V

〇仄の時
交換

10キーを〇ド卩にする。

丑(：1；コネクタ卩48を分離する。

アクセル8界、コネクタド4を分離する。

601；コネクタ卩48とアクセル3界コネクタド4間の導通 
を点検する。

N0.11—N0.2

基準値 導通あり

(5)アクセルコネクタ卩4とボディ（0X0)でショート 
してないか導通を点検する。

¥4 N0.2 —⑽〇

基準値 導通なし

I  
個

\
)
/ 
\
)
/ 
\
)
/ 
\
)
^

1
2 
3 
4

X
I

X 
(̂
\ 
(̂
\ 
/
1、

I  

一
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31

£011コネクタ孖48を結合する。
アクセル”Vコネクタ卩4を結合する。
10キーを0Nにする。

丑011コネクタ卩48とボディ（(^^0)の間の電圧を測定

N6の時
アクセル3界の作動 
タイミング調整

4.アクセル3西作動 
タイミング点検

する。（アクセルを徐々に踏み込む)

ド48 X0.11—⑽〇

基準値
アクセル3西が〇ド卩になつた時
2〜6111111でバッテリ電圧

3.アクセル3西作動 (1)アクセル3界本体の端子間の導通を点検する。 N6の時
点検 アクセル3…交換

ド4 一乜 N0.1—N0.2

アクセルを踏んだ時：導通なし

基準値 (2〜6111^)

アクセルを離した時：導通あり

X
I

V 
/
I

X 
X

I
V
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心|\；10

トラブルコードに基づく点検 トラブ’ノレコード31
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33

トラブルコード33車速センサ系

診断内容
車速センサ信号系の断線、ショート 
車速センサ不良

不具合現象

アクセル開放で楕行したとき、エンジン回転数 
が1850卬111未満になるまでクラッチが切れない

車速センサ (^129^ ¢£48)

，フローチャートに従い右頁の要領で点検する 0
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード33

1,日(:リへの入力信号 

電圧測定
⑴車体をリフトアップする。 〇冗の時
(2)五(：1；コネクタド48は結合のまま。 五〇リ交換
⑶丑011コネクタ卩48の端子にオシロスコープの㊉側プ 

ローブ、アースリードはボディアースする。
⑷エンジン始動、〇レンジでタイヤを回転させ、その時の 

出力波形を測定する。

ド48 N0.10に㊉側プローブー側にアースリード 
N0.20に㊉側プローブー0^0側にアースリード

基準値 6.5 V以上/401¢…/卜

2. [〇リ〜車速センサ 

間のハーネス点検

〔次頁に続く〕

(1) 5011コネクタ卩48を分離する。
(2) 車速センサコネクタ6129を分離する。
(3) 圮01；コネクタド48と車速センサコネクタ1^129の端子 

間の導通を点検する。

卩48 N0.10—^129 N0.2
ド48 X0.20— 只129 N0.1

基準値 導通あり

N0の時 
ハーネスまたは 
コネクタ修理、交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33

〔前頁の続き〕（3) 601；コネクタド48と了/0コネクタ卩126の端子間の導 N0の時

2.巳〇じ〜車速センサ 
間のハーネス点検

通を点検する。

卩48 0.10— ド126 N0.6

ハーネス、または 
コネクタ修理、交換

ド48 N0.20—？126 N0.6

基準値 導通なし

(4)已011コネクタ卩48とボディ（6X0)間でショートして 
いないか導通を点検する。

ド48 0.10 —（^0
ド48 X0.20 —

基準値 導通なし

3.車速センサ単体 
点検

(1)車速センサ本体の端子間の抵抗値を測定する。 

只129— わ N0.1—N0.2

N0の時 
車速センサ交換

基準値 490〜590 0

201918.17161514131211
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード34

フノノレコ 卜〇4クフツ

^ |扣 土 命 丁 日ム招争小兵口祝豕

-クラッチコイル回路の断線またはショート -発進できない
-ブラシホルダ不良 -エンジン吹き上がる
#電磁クラッチ本体不良 -セレクトできない

電磁クラッチ

#フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1
巳⑶、ド-闩接続、
ブラシホルダ 
各コネクタの端子点検

1 01¢ ,

2 ブフシ点検

1 1 01¢
) I

3 クラッチ回路電流- 
電圧測定

| N0

4 日(：リ〜ブラシホルダ間 
ハーネス点検

卜〇X

5 ブラシホルダコネクタ〜 
電磁クラッチ間導通点検

修理後2へ

N0

修理後3へ

油もれ等がある時は修理後 
ブラシホルダ八丫交換

------------- 1-----------------

N0
ハーネス修理、交換

N0
ハーネス修理、交換

01¢

N0 クラッチ回路系以外の故障 
トラブルコード有

:トラブルコードに基づく点検 
トラブルコード無

巳〇リ交換

| 01¢

終了 :不具合現象に基づく点検
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード34

1,已(：11コネクタ 
ド，円接続コネクタ 
ブラシコネクタ

(1)五(31！コネクタ、卩.只接続コネクタ、ブラシホルダコネ N0の時 
クタのメスコネクタ側のクラッチ回路端子のピンの開 端子交換
き具合を目視点検

各コネクタ端子点 

検

正常 開いた状態

基準
1

辛
1

(2)各々のコネクタのクラッチ回路端子のオス側と同じも 
のを用意してメス側に差し込み、引き抜きカチェック

基準
他の端子と比べて 
著しく引き抜き力 
に差がないこと

修理後2へ

2.ブラシ点検 くブラシホルダ取外し〉

(1) ブラシホルダのコネクタ只47を分離する。
(2) ブラシホルダを固定しているスクリュ2本取外す。
(3) ブラシホルダを少し左に寄せながら後下方に引き出 

す0

〔次頁へ続く〕

ケースよりブラシホルダを引き出す時ブラシを折らない 
様に注意する。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード34

〔前頁の続き〕くブラシホルダ点検〉

2-ブラシ点検 （1)ブラシホルダのナットにゆるみ等がないことを点検。
コネクタとブラシ、およびブラケット間の導通点検

基準
コネクタとブラシ

ブラシとブラケッ 
卜およびコネクタ 

とブラケット

導通あり 導通なし

ブラシにテスタ棒を当てる時はサイド面に当てること 

⑵ブラシの点検

①ブラシ先端の摺動部に傷のないこ 
とおよび油水等の付着がないこと。

基準

② ブラシが摩耗限界まで充分に残つ 
ていること

③ ブラシに摩耗粉が著しく付着して 

いないこと
④ ブラシに引掛かりがなく摺動する 

こと

N0の時
ブラシホルダ八丫交換

油もれ等がある時は 
先に油もれ等を修理 
する。

(3)ハーネスの目視点検

ブラシコネクタより上部のハーネス部分に傷、かみ込 

み跡、芯線の露出等がないか目視点検をする。
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トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード34

3,クラッチ回路 
電流，電圧測定

⑴図のように配線をする。

7|\^ ハーネス 
し丫 ㊉

㊀

ブラシホルダ 
コネクタ

0八❸

〇仄の時

電磁クラッチ交換

⑵レンジ.アイドリング時の電流.電圧を測定する。

基準値

は |±1 ^^2^电"11 約一110⑺八

電圧 4〜8 V

^基準値に入らないとき

電流〇八 
電圧〇ソ

回路断線、またはボディハー 
ネス㊀側ショート

電流一220⑺八 
電圧〇ソ

上記以外でショート

(3) 0レンジ、アイドリング時の電流、電圧を測定する。

基準値
电ノノ 11 0.1〜0.3八

電圧 0.7〜2.0 V

-基準値に入らないとき

電流〇八 

電圧9ソ以上
ブラシホルダ〜クラッチ部

断線

電流〇八 ㊉側回路ショート、または過去
電圧〇ソ に㊉側ショートによ呢〇⑽損

電流一11〇171八 
電圧4〜8ソ

インヒビタ3西系不良、または 

イグニッションパルス系不良

電流0,5六以下 

電圧3ソ以上

ブラシホルダ〜クラッチ部

㊀側ショート

電流0,3ム以上 

電圧3ソ以上
ボディハーネス部㊀側 
ショート
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トラブルコードに基づく点検 トラブ，ルコード34

4.已011〜ブラシホ （1)丑(：11コネクタド84、ブラシホルダコネクタ只47を分離 N0の時
ルダ間のハーネス

点検
する。

(2)各コネクタの端子間の導通を点検する。
卩84 N0.28 — 只47 N0.2
卩84 N0.36 — 只47 N0.2
ド84 N0.27 — 只47 N0.1
孖84 N0.35 — 腿 N0.1

基準値 導通あり

(3)コネクタ卩84とボディ（(^^0)間でショートして 
いないか導通を点検する。

ハーネス、コネクタ修
理または交換

尸84 N0.28 —-⑶〇
卩84 N0.36 —-⑽〇
卩84 1 N0.27 --⑽〇
ド84 N0.35 ——(3^0

基準値 導通なし

5.ブラシホルダコネ 
クタ〜電磁クラッ 

チ間導通点検

⑴ブラシホルダ側のコネクタ端子間の導通を点検する。 

^47-13 N0.1—N0.2

N0の時

ハーネス修理、交換

基準値 導通あり

⑵ブラシホルダ側のコネクタ端子とボディ（(^^0)間で 
ショートしていないか導通を点検する。

尺47- わ N0.1―⑽〇 
只47— わ N0.2 — 0X0

基準値 導通なし
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレニ！ー ド34

クラッチ

くクラッチコイル回路系、推定故障部位、内容〉

，づぅシ〜スリップリング部..........油もれ、水浸入による導通不良、異物によるショート、ブラシスプリング押

しつけ力低下による導通不良、ブラシ偏摩耗により導通不良

-クラッチ.............................................クラッチコイル絶縁不良、導通不良（温度により正常になったり、切れた

り、ショートしたりする場合がある）’

，ハーネス、コネクタ...................... 端子のへたりによるコネクタ部接触不良

い +〔0〕

V
〇 ㊉

ぐ参考〉
，ブラシ〜スリップリング間の接触抵抗は不安定 

なのでテスタでは正しい値が得られないことが 
多い。

正しく抵抗を測定するには図のように配線し、電流 
値‘電圧値を測定して、その数値から抵抗値を推定す 
る。
電圧値にはブラシ〜スリップリング間の電圧降下 
(約1，5マ）が含まれているので、「電圧計の読み—1.

------------------- ~6 4办 5ゾ」を電圧値として計算する。
，

-クラッチコイル単体の抵抗値20でで約
である。 1^30 :1.3 0

定
電
流
電
源
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トラブルコードに基づく点検 トラブソレコード36

( トフフル」一卜36アイドルアツ7要求4目可糸 )
一診断内容---------------------------
翁アイドルアップ要求信号系の断線、ショート 
-アイドルアップ，ソレノイドの不良

一不具合現象-----------

-八85作動時のベルトスリップ

，つローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検 トラ:/ノレコード36

1,八83作動信号の 
点検

(1) 車体をリフトアップする。
(2) 丑01；コネクタ卩84、卩48は結合のまま。
⑶丑〇1；コネクタ卩48端子とボディアース（(^^0)の間の 

電圧を測定する。
⑷車速を401011/ヒ程度に上げ、ブレーキペダルを踏み、 

急ブレーキをかけ、この時の電圧値を読みとる。

卩48 N0.7 —⑽〇

基準値 八83作動時： 0.5 V以下

注意 仙3警告灯が点灯し、八33のトラブルコード29、56 
が入る事があるので、この場合はメモリクリアを行 
9〇

N0の時
及び八33丑011 

間のハーネス修理

2.エアコン作動時の 
アイドル回転数、 
130 — 0じ丁丫点、検

くエアコン付車〉

⑴エアコン作動時のアイドル回転数、180― 01；丁丫をセ 
レクトモニタで点検する

N0の時 
アイドル回転数 
150 - 011丁丫 点検、 
調整

基準値
130 - 〇リ丁丫比： 25±5%

アイドル回転数：1100 ±50

くエアコン無し車〉

(1)車体をリフトアップする。
⑵車速を401011/わ程度に上げ、ブレーキペダルを踏み、 

急ブレーキをかけ、八88を作動させる。この時のエン 
ジン回転数をセレクトモニタで読みとる。

其淮結 15丨、|卜空半値
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トフブルコードに基づく点検------ トラブルコード36

丑〇マ丁，已〇リと八33，E^^]の各コネクタ分離。
£№1-E^^]のコネクタは結合する。

10キー〇Nにする。

丑(:VI，E^Vコネクタド84の端子とボディ（61^0)間

N0の時
£№1-E^Vの点検、
交換

4.の点検

の電圧を測定する。

卩84 N0.33—

基準値 12 V

3.巳〇ソ丁，已〇じ 
EN/1F卜 £01}
八83參日〇じ
間のハーネス点検

(1) 丑〇ゾ丁，已〇!；、卜五〇!；、八33鲁五011の各コネクタ
を分離する。

(2) 迟〇マ丁參E^\]コネクタ端子と卜E^\]コネクタ端 
子間の導通を点検する。

ド84 1^0.33—1^18 N0.31

⑶迟(:ゾ丁40！；コネクタ端子と八33化(：1；コネクタ端子 
間の導通を点検する。

卩84 N0.33—:^128 N0.45

基準値 導通あり

⑷辽〇マ丁.圮01；コネクタ端子とボディ（(^10)間のシ 
ョートを点検する

ド84 1^0.33—0^0

基準値 導通なし

N0の時
ハーネス、コネクタの

修理

\
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\
)
/ 
\
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\

—

/

1
2 
3 
4

/
^
X 
/
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード36

5. E^VT*E^じの;^検 八88參£01；のコネクタを分離する。
丑〇又丁，丑01；と，E^\]のコネクタは糸吉合。 

10キーにする。

丑〇ゾ丁，E^Vコネクタ卩84の端子とボディ（0^0) 
の電圧を測定する。

間

？84 N0.33——⑽〇

基準値 12 V

N0の時
丑〇マ丁，E^Vの点検、 
交換

6.八83 ^ E^^\の,与検 ⑴
⑵
⑶

全てのコネクタを結合する。
10キーにする。
远0\^，£01；コネクタド84の端子とボディ（(^^0)間 
の電圧を測定する。

ド84 N0.33——⑽〇

N0の時
八88ぶ01；の点検、
交換

7.已〇ソ丁^已〇じの;^検 ⑴ エンジン始動後、1回目の発進時に車速61^11/11になる 
と、一度だけ八83作動信号が〇1^一 〇ドドするので 
丑〇ゾ丁，圮011コネクタド84の端子とボディ（(^^0)間 
の電圧を、八33作動中に測定する。
(ブレーキを軽く踏みながら測定すること）

ド84 1^0.33—01^0

基準値 0 V

N0の時
远0\^，远011の点検、
交換

¢128)
1|2|3|4|5|6 11718 9 1011111211311411511611711811912012111 22 | 23 | 24 | 25丨26 | 27 | 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135 3612 7138139 40 41142143144145146147481 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55 1
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

ラブルコード37 〇3ソレノイド系

診断内容
鲁〇5ソレノイド系の断線、ショート 
參〇5ソレノイドの不良

不具合現象

レンジに切りかわらない、あるいは、レ 
ンジのまま
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〇5ソレノイドのコネクタ只90は分離のまま。
，E^^]コネクタ卩84は結合する。

[0キーにする。
〇5ソレノイドのコネクタ只90端子とボディ間 
の電圧を測定する。

N0の時
電源系ハーネス、 
またはコネクタ点検、 

修理

2. 〇5ソレノイドの電
源系点検

刪 N0.1—⑽〇

基準値 12 V

(^90^

トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード37

已011〜ソレノ 
イド間のハーネス
点検

(1) 丑0\^丁鲁五011コネクタ卩84とソレノイドコネクタ
只90を分離する。

(2) 五0\^ 丁. E^Vコネクタド84とソレノイドコネクタ
只90端子間の導通を点検する。

卩84 X0.26 ―只90 N0.2

|淮辟 道；3太1 1巷半値 導通めリ

⑶丑(:マ丁參E^\]コネクタ卩84端子とボディ（0^0)間で 
ショートしていないか導通を点検する

ド84 0.26 ―

基準値 導通なし

N00時

ハーネスまたは 
コネクタ点検、修理

\
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

3. ソレノイド点検

已〇マ丁，E^^]と〇5ソレノイドの各コネクタ結合。 N0の時
10キーを〇1^とする。 五(：11交換

已〇マ丁，五01；コネクタ端子とボディ（0X0)間の電圧

N0の時
〇3ソレノイド交換

4.日(:じの出力電圧測 
定

10キーを〇ド孖にする。

ソレノイドのコネクタ只90は分離のまま。

〇3ソレノイド本体側コネクタの端子間の抵抗を測定。

謂一わ N0.1——N0.2

其進辟 幼卩〇在平1匿

(4) 〇5ソレノイド本体側コネクタ端子とボディ（6X0)間 
でショートしていないか点検する

只90—乜 N0.1―¢N0
N0.2 —⑽〇

基準値 導通なし

を測定する

卩84 0,26——⑽〇

レンジ ： 〇ソ
基準値

〇5レンジ以外：12ソ

(^90^)
丨
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

E[V10
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード45

トラブルコード45ブレーキスイッチ系

一診断内容---------------------------
-ストップランプ.スイッチ系断線、ショート 
參ストップランプの不良

一不具合現象一

^車輪ロック時ェンストする

0)ストップランプ

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検------トラブルコード45

1.ストップランプ （1)

点検
フレーキペタルを踏み、ストッ

するか点検する。
プランプが点灯/消灯 N0の時

ストップランプ回路 
の修理

基準地
ブレーキ踏込み時：点灯

ブレーキ開放時-消灯ノ〆 ^ V ，/巴八』

2. E011〜ストップラ 

ンプ8西ハーネス

の点検

(1)10キー〇卩卩とする。
⑵011コネクタ卩48を分離する。 
(3) 10キー〇1^とする。

N0の時
ハーネス、コネクタの

修理または交換

電圧を測定する。

卩48 N0.4— ⑽〇

基準地
ブレーキ踏込み時：バッテリ電圧

ブレーキ開放時：〇ソ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード53

トラブルコード53変速異常検出

診断内容
変速異常の検出 
クラッチトルクの異常低下

不具合現象

なかなか発進しない 
加速が悪い

電磁クラッチ (32)

#フローチャートに従い点検する。

シフトコントロール 
バルブの変速異常の有無 
点検
(^82変速不良参照）

01¢

2
クラッチ出力回路系 

(トラブルコード34参照)

N0
ハーネス、ブラシホルダの
修理、交換

01¢

3 ストール回転数の点検 N0

(基本点検を参照）

| 01¢

已⑴交換

クラッチ回路系点検、 
電磁クラッチ交換
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サービスコードに基づく点検

4.サービスコードに基づく点検

6サービスコード51 ストール時のクラッチ保護制御作動 卩.3 — 54

^サービスコード52 クラッチ高温時の保護制御作動 卩.3—55

ぐ注意〉

このサービスコードは、クラッチを保護する為の制御が作動した履歴を表示するものです。従って、この 

コードがメモりされていたとしても、即故障が発生したとは判断しないで下さい。

(お客様の運転状態により、作動することがあります。）



サービスコードに基づく点検------サービスコード51

サービスコード51ストール時のクラッチ保護制御作動)

検出内容 検出原因

9連続スト--ル状態の検出 -長時間のストール
-シフトコントロールバルブの変速異常

-車速センサ系異常

点検手順
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サービスコードに基づく点検 サービスコード52

サービスコード52クラッチ高温時の保護制御作動 )

—検出内容一

^クラッチ高温伏態の検出

点検手順

----検出原因-----------------------

-過負荷での運転、長時間のストール
，シフトコントロールバルブの変速異常 

-クラッチ出力回路系の不良 

，車速センサ系異常
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セレクトモニタによる点検

5.セレクトモニタによる点検 

く機能概要〉
セレクトモニタ（略称：331^)は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用でき 

る。

ドモード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ、信号系統の断 
線、ショート、センサ類の特性異常が判別できる。

卩八モード 入力、出力信号のと動作状態が3㉛1の1^0の点灯により判別できる。

ド3モード リードメモリのトラブルコードを数字と略称で表示する。

孖〇モード リードメモリ内のメモリコードをクリアできる。

注意齡丑(:ゾ丁モニタ（チヱッカ）は使用しないこと。

ぐドモード〉

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより、センサ、アクチュエータの特性を測定して基準データと比較し、不 

具合原因となっている項目を点検。

診断内容

センサまたはアクチュヱータ系の特性異常

点検手順

不具合現象

リードメモリの点検でトラブルコードが出ず、 

また、現在、過去において、不具合が発生してい 
る場合
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セレクトモニタによる点検——卩〇〇

ぐ「モード〉

ファンクションコード表ボ 1―1-1 山-4-1 ㈡ぐ/口口
表示 内容

コード1^〇. 略称
入力，出力信5測定項目

卩〇〇 丫丑八只 年式表示 モニタ接続時、該当する年式を表示

孖03 車速（1011/11) E^\]に入力されている車速を表示

卩04 エンジン回転数（1^111) E^^]に入力されているエンジン回転数を表示

孖05 1。〇1し クラッチコイル指示電流（八） クラッチコイルへの出力指不電流を表不

エンジン回転数と車速から算出された変速比を表示 

(但し停止時は2.50を表示）
卩06 以”〇 変速 比

ド07 10^0^ クラッチコイル実電流（八） クラッチコイルに流れている実電流を表示

卩08 スロットルセンサ電源電圧0/0 スロットルセンサへ供給されている電圧を表示

卩09 丁册 スロットルセンサ信号電圧（\0 スロットルセンサ開度を表す電圧を表示

〔「00] 年 式（丫 E八⑴

測定条件--------------------------------- ——基 準 値

10 8界が〇Xの時 く表示内窓〉

问八車

1995 ⑻〇）

0車

1995 ⑻〇）

50 已(:ソ丁

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——「03、ド04

〔ド0 3 I： 車速信号（ソ3 ？)

—測定条件---------------------------------

車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、0 
レンジにセレクトして、スピードメータが40匕11〆 

11を示すまでアクセルを踏み込む。

基準 値

く表不例〉

㈣）

40^171/11

スピードメータ表示と、38]V[表示を比較

基準値 指示値の差：±10 %

基準値以外の時の点検

エンジン回転数（日8日ソ)

――1 基準 値

エンジン回転数を一定にして測定する。

エンジン回転数は6400印❿を越えないこと。

ぐ表示例〉
EF(EV (ド〇4)

800「口 ⑺

其淮/产 別途、エンジン回転計をセッ
卜し、これと同様な数値

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 「05

戸0 5 クラッチコイル指示電流（丨001し)

測定条件

フトアップし〇レンジ走行

基準 値

问八： 351^〆卜： 2,95八

50 : 40—/卜： 2.60八

く表不例〉

丨〇〇|し

2,95八

(「〇5)

基準値外の時の点検

点火信号系統の点検 -------------^ド04モード点検

I"〇X

車速センサ系統の点検 「03モード点検

\ 01¢

アクセル3V\/、スロットルセンサ系統の点検
アクセル8西系統点検 
スロットルセンサ系統の点検

\ 01¢

レンジ3…系統の点検 -------------^ レンジ3西系統点検

| 01¢

クラッチコイル駆動系統の点検 クラッチコイル駆動系統点検

I 0^

£011交換
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セレクトモニタによる点検——ド06

ド0 6 変速比汨八丁10)

測定条件

60 —50ヒ11/11

〇レンジ、コースティング時 

(アクセル開放）

基準 値

く表示例〉

闩八丁|〇 ㈣）

0.50

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検ード〇7

ド0 7 クラッチコイル実電流〇(丨〇し丁〇㈠)

測定条件

リフトアップし〇レンジ走行

基準 値

指不電流とほぼ一致

ぐ表示例〉

1 (:し丁〇㈠

2,95八

⑻7)

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——「08、「09

([ド0 8 I スロットルセンサ電源電圧（丁㈠闩日ド）)

—測定条件--------------

10〇队エンジン停止の伏態で確認

一基 準 値胃

|基準値し約5ン擇

く表不例〉

丁㈠闩已ド ㈣）

5.17

基準値外の時の点検

スロットルセンサ電源系の 
トラブルシューティングを実施

ド0 9 スロットルセンサ信号電圧（丁㈠ソ）

測定条件

10 〇队エンジン停止の状態で確認

基準 値

基準値
全閉（暖機後） :1,0ソ以下
全開 : 3,5〜4,5ソ

全閉から全開の間でアクセルの踏込みに比例して 
変化すること。
く表示例〉

醫 ㈣）
0.0 V

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——ド八モード、ド八〇

く「八モード〉

ファンクションコード表不
1^：〇番号

点検項目内容

コードX〇. 略称 信号名称 1^0の点灯条件

FN 1 ？, レンジスイッチ ？またはレンジ時点灯

只 2 只レンジスイッチ 只レンジ時点灯

0 3 0レンジスイッチ 〇レンジ時点灯

03 4 08レンジスイッチ レンジ時点灯

6 ブレーキスイッチ ブレーキ踏み込み時点灯

八〇 7 ェアコン信号 エアコン非作動時点灯

9 アクセルスイッチ アクセル開放時点灯

1 作動信号 八33作動時点灯（八35車）

卩八2
50 2 〇8ソレノイド出力 〇5レンジにセレクト時点灯

3 アイドルアップ要求出力 アイドルアップ時点灯（八33車）

表

〔ド八〇 I スイッチ1(3*1)

示内容------------------------------------- -------- -基 準 値

1^1)ガ〇 信号 名 記号

1 レンジスイッチ 州

2 只レンジスイッチ 尺

3 〇レンジスイッチ 〇

4 レンジスイッチ 05

5 —

6 ブレーキスイッチ

7 ェアコン信号 八〇

〇〇

9 アクセルスイッチ 八3

1〇 —

FN 尺 0 〇5 ——

3只 八3 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

^？，Xレンジセレクト時 

？, Xレンジ以外の時 

-^レンジセレクト時

只レンジ以外の時

N0.1耶〇点灯

N0.1册〇消灯

N0.2孤〇点灯

N0.2 1^0消灯

-0レンジセレクト時 N0.3哑〇点灯

0レンジ以外の時

# 〇5レンジセレクト時

N0.3 1^0消灯

N0.4孤〇点灯

〇5レンジ以外の時 N0.4耶〇消灯

-ブレーキ踏込時

ブレーキ開放時 

，エアコンが〇ド卩の時 

エアコンが〇の時

N0.6 №0点灯 

N0.6 №0消灯

N0.7 №0点灯 

N0.7耶〇消灯

，アクセル開放時

アクセル踏込時

N0.9 №1)点灯

N0.9耶〇消灯
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セレクトモニタによる点検——「八〇
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セレクトモニタによる点検ード八1

回路図

——し6。点灯条件-----------------------------------------

作動時（ポンプモータリレー01^時）点灯

(八38付車のみ）

旅抑"]^7 :ナや隹口，!^刀/ム

『エンジン始動後一回目の発進時車速61011/11に達 

すると一度だけ〇ドドする』ことを確認する。

(八33システムチェッく

利用する）

ク時のリレーテスト動作を

(748^
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セレクトモニタによる点検 ド八2

表示内容

信号名 記号
1 クラッチ信号出力 〇乙

2 〇5ソレノイド出力 50

3 アイドルアップ要求出力 I尺

4 0
—

〇乙 30 I只

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

基準 値

參エンジン回転中アクセル開放状態で

0レンジセレクト時約0.6秒後：1^0.11^0点灯

0レンジ以外の時 ：1^0.11^0消灯

，〇5レンジセレクト時：1^0.21^0点灯

〇5レンジ以外の時 ：N0.2LE0消灯

-八83車で

アイドルアップ要求時：N0.3LEI)点灯

上記以外 ：1^0.31^0消灯

回 路

(^12^)
-45

-31

八83 - [〇リ

響 £¢11

電磁クラッチ

〇3レンジ切換 
ソレノイド
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セレクトモニタによる点検——ド巳ふド〇モード

く尸8汷尸〇モード〉

ファンクシヨンコード表不
測定項目 表示 内容

コード1^〇. 略称

0^〇.]VI 自己診断機能 メモリされた過去の故障箇所を表ボ

制御作動履歴読み出し クラッチ保護制御の作動履歴を表示

卩〇〇 メモリクリア メモリされたコードを消去

く卩80ン トラブル
コード 入出カセンサ名称 略 称

17 レンジ系複数入力故障 坪— 0^

21 スロットルセンサ信号系

22 スロットルセンサ電源系

31 アクセル8…系 八〇〇

33 車速センサ信号系

34 クラッチコイル回路系 0乙卩. 01^1〇乙〇

36 アイドルアップ要求信号系 10^？

37 〇5ソレノイド系 033〇乙

45 ブレーキスイッチ系 3孤

53 変速異常検出 003丁

※（注)

(注意）0し？：クラッチ上流側の地絡故障を示す

0 L]V[:クラッチ下流側の地絡故障を示す 

0乙〇：クラッチ回路の開放故障を示す 

-この表示は複数表示される場合がある。

-この表示は主に点検すべき、故障要因を示すが、故障要因が特定出来ない場合は、他の 

故障要因も点検する。

ぐド82ン サービス

コード
内 容 略 称

51 クラッチ保護制御作動

52 クラッチ高温時制御作動
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セレクトモニタによる点検——「8 8^0モード
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6.不具合現象に基づく点検

不具合現象に基づく点検

エンジン始動後も〇しリ丁〇日TEN/1Fランプが消灯しない 卩.3 -70

または卩レンジでスタータが回らない 闩.3 — 72

( 発進しない
卩.3 -76

クリープする 卩.3 -79

( セレクト操作性不良 卩.3 -81

[ 変速不良 13 -82

走行中エンジン回転吹上がる 卩.3 -84
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不具合現象に基づく点検ーエンジン始動後も〇しリ丁〇㈠TE，ランプが消灯しない

〔エンジン始動後も（:しリ丁TEIVIFランプが消灯しない】

…丁 目ム3：日在小旲口祝豕 … -
^ハーネス、コネクタ不良 
-イグニッシヨンパルス系のトラブル
-点火系の不良

，発進できない
，エンジン回転数を検出できない

-芭011の不良

イグナイタ イグニッション
コイル

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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不具合現象に基づく点検——エンジン始動後も〇しリ丁〇㈠丁日，ランプ消灯しない

，故障履歴確認 (1)セレクトモニタ、またはで故障履歴 

を確認する。

六故障履歴読み出しの項参照

故障履歴有の時
トラブルコードに基

づく点検

2. £0じへの

入力信号電圧測定
⑴
⑵

⑶
⑷

丑(:ゾ丁參五(：11コネクタド48は結合のまま。

巳0\^ 丁.瓦(：11コネクタ卩48端子とボディ（0^0)間に 
オシロスコープのプローブを取付ける。

エンジン始動0

アイドリング時の出力波形を測定する0

㊉側プローブ 

㊀側プローブ

FA8 N0.9

基準値
約300 V 約300 V

約10 4 5

〇仄の時 

五〇1；交換

3.已(:リ〜ィグニッ
シヨンコイル間の 
ハーネス、コネク

夕点検

⑴

⑵

已〇^丁，E^Vコネクタド48及びイグニッシヨンコイル 
のコネクタ只59分離。

圮〇ツ丁，圮011コネクタ卩48端子とイグニッシヨンコイ 
ルのコネクタ只59端子間の導通を点検する。

N0.9 — ^59 N0.2

(3)イグニッシヨンコイルのコネクタ只59端子とボディ 

(0X0)間でショートしていないか導通を点検する。

^59 N0.2 —⑶〇

N0の時
ハーネスまたはコネ
クタ修理、交換
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不具合現象に基づく点、検——N1または卩レンジでスタータが回らない

1\1または！3レンジでスタータが回らなI
診断内容

インヒビタ3界不良 
ハーネス不良
インヒビタ3…調整位置不良

不具合現象

インヒビタ3^ ^132^) (^132)

〇3 0
(:) 〇

〇
1) 0

〇

巳丫

已し

「31

㊀ ㊉

10
(30 \\\ \\\

10, 3^

〇 父〇
白 答 〇

3 5 9
10 9

1 8 6 6 〇

⑱

け

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

セレクトケーブルの調整状態 
の点検（基本点検参照）

| 01¢

1 インヒビタスイッチ
回路点検

| 01¢
イグニッショソスイッチ 
〜スタタ、バッアリ〜 
スタータ間の導通点検

2

| 0^

3 イブニツシヨソスイツチ 
及びスタータ点検

1

終 了

N0
インヒビタスイッチ交換

N0 ハーネスまたは 
コネクタ修理、交換

N0
不良品の修理、交換
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不具合現象に基づく点検——问または卩レンジでスタータが回らない

1,インヒビタスイッ 
チ回路点検

(1) インヒビタ3评コネクタ只132分離。
(2) インヒビタ3界本体側コネクタ端子間の導通を点検。

尺132— 乜 N0.7 — N0,9

N0の時
インビタスイッチ
交換

基準値
卩鲁问レンジ ：導通あり

卩，N1レンジ以外：導通なし

2.イグニッション
スタータ間 

パッテリ—スター
夕 間の導通点検

⑴10キー〇ド卩
⑵スタータ⑧端子とバッテリ㊉端子間の導通を点検す 

る。
スタータ⑧端子ーバッテリ㊉端子

N0の時
ハーネス、コネクタ

修理、交換

基準値 導通あり

(3) 10.3界コネクタ卩12、インヒビタ8…コネクタ只132分 
離。

(4) 10.3评コネクタ卩12端子とインヒビタ3界コネクタ 
只13 2端子間の導通を点検する。

¥12 N0.3— :^ 132 N0.7

基準値 導通あり

(5)インヒビタ3界本体側コネクタ端子N0.7とボディ 
((^^0)間でショートしていないか導通を点検する。

只132— 匕 X0.7 — 0X0

[基準値 ^^導通なし
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セレクトモニタに基づく点検 问または？レンジでスタータが回らなし

(6) スタータのコネクタ只45を分離。
(7) インヒビタコネクタ只132端子とスタータコネクタ 

只45端子間の導通を点検する。

只132 N0.9 —只45 N0.1

(8)インヒビタ3…コネクタ8132端子とボディ（(^^0)間 
でショートしていないか導通を点検する。

只132 N0.9 —⑽〇

3.イグニッンョ 
3…及びスタータ 

点検

(1) 10キーはのまま
(2) 10.3界コネクタ卩12は分離のまま。
(3) 10キーを3丁八只丁位置まで回す。
⑷10*3界本体側コネクタ端子間の導通を点検する 〇

孖12—13 N0.1—N0.3

N0の時
不良品の修理、交換

¢132")

4
1—
3

—1
2 1

8 7 6 5
12 11 10 9

2
4
1
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スタータを図のように結線をする。
スイッチを入れる。
スタータ]VI端子とボディ（0X0)間の電圧を測定。

基準値 バッテリ電圧

⑻スタータが回転するか確認する。

基準値 回転すること

注意

この点検は、バッテリ上がり等のトラブルを防ぐため
素早く行う。

トモニタに基づく点検 [N1または卩レンジでスタータが回らなし

バッテリ 
？(12ソ）

セレク

\
1
1

/ 
\

^
/ 
\
)
/

5 
6 
7

/
(

 ̂
7
(
\ 
/

1.
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不具合現象に基づく点検——発進しない

診断内容

アクセル3界不良 
マニュアルリンケージ調整不良

クラッチ回路系不良 
10ハルス系不良
£0!；不良、電源不良 

インヒビタ3界回路系不良

不具合現象

エンジンが空吹き状態となり発進しない 
(1^レンジのような伏態）

点検手順

故障履歴確認
N0 トラブルコードに基づく点検.修理

〇にコードもトラブルコードも出力されない時

〇1¢コード出力 は已011電源系確認

セレクトケーブル調整状態点検 
(基本点検の項参照）

参考
事例

1

| 0^

アクセル3…回路点検 
(トラブルコード31参照）

参考
事例

2

| 0^

イグニッションパルス入力点検 参考
事例

3.4.5

| 01¢

インヒビタ3西回路点検 
(トラブルコード17参照）

参考
事例

5.6.7

4 01¢

電磁クラッチ回路点検 
(トラブルコード34参照）

参考
事例

8.9

N0 シフタアーム、またはセレクトケーブル 
調整，交換

N0 〇
奉

アクセル3西の点検，交換 
アクセル3西のカム調整 
已(：1)までのハーネス点検，修理

N0

N0

N<3 電磁クラッチ本体.ブラシホルダ、または 
ハーネス点検，交換

01¢

已〇リ交換 已(3リ交換時は、クラッチ回路にボディとのショート 
がないことを確認する

発進テス
発進しない

トランスミッション内部の点検.修理

発進する

終了汨〇リ不良)

注意I点検時、ハーネス、コネクタを軽く引っ 

張ったり、振ったりして、接触不良がな 
いか確認する。
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不具合現象に基づく点検一発進しない

鲁参考事例

N0. 推定原因および故障現! 対策処置

1

セレクトケーブルの調整不良

^7 く二1 、ノ、、、- 1"^ヽ ）ザ―^ ふ、、/^ 1-4-1 1』1垂各走ぐレノン（〇、〇5、只）にてカタの範囲内で、セレ
クトインジケータランプが消灯し、走行できない。

，ブーフルの总悮，啁楚
々レバーのガタ内でランプが消灯しないこと

2

アクセル3…の異常（アクセル3界〇1^のままの状態）

^エンジン始動後、発進しない。ただし、フヱイルセーフ 
モードとなるため、走行レンジでエンジン回転が 

1350卬爪以上になると発進可能となる。

-アクセル3界の点検 

-アクセル3禪の機能点検 
-アクセル3界のカム調整 
-叼011までのハーネス点検 

六アクセル3界の交換

ディストリビュータ不良（取り付け不良)、イグナイタ不良

3 ，エンジン回転バラツキ、ギクシャク感伴なう。 春ディストリビュータ点検

六ディストリビュータ交換

エンジンアース不良

4 鲁エンジン回転バラツキ、ギクシャク感伴なう。 -取付不良、锖等による浮きの有無点検 
々アースの再締付け

5

各コネクタ部接触不良

-不具合の発生が連続的に発生する場合もあるし、時々 

の場合もあり、規則的でない。また、車体振動で発生す 
ることもある。

く対象七な名コ糸々々〉

，各コネクタの差込み状態点検 

(端子の開き、抜け）
-端子圧着部の断線点検 

^端子の夺換
(1)インヒビタ3界部コネクタ

叫114』ノ、』

(2) E^Vのコネクタ

①レンジ信号②10パルス信号③クラッチ回路出力部
广…丁ソ、'ジソバノー"人ぬゴ ー、、ノ 士パノゲ^7女々々

6

インヒビタ3界の接点不良（接点部ゴミ付着、接点作動不良）

-インヒビタ3界点検 
クインヒビタ3界交換

インヒビタの調整不良

9

7
，インヒビタ8…の取付け調整
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春参考事例

不具合現象に基づく点検——発進しない

N0, 推定原因および故障現象 対策処置

8

ブラシホルダ不良.ハーネス断線、かしめ不良、ショート.ブラシ折損，ブラシ公スリップリング汚れ 

(オイル漏れ、水侵入）.ブラシ先端部異物嚙み込み、ブラシ摩耗

參ブラシホルダ自体が不良の例は少なく、クラッチハウ 
ジング内の切紛（鉄系、アルミ系）がスリップリング、 
あるいはブラシをショートさせる例や水、オイル漏れ 

による接触不良が多い。
參スリップリング、またはブラシのショートの場合、只011 

の損傷を招き、セレクト不能、走行レンジでエンスト発 
生、または空吹かしが起こる。ただし、芭01；保護機能を 
持っており、クラッチ回路のショートを検出した時はク 
ラッチが継がらなくなる。

^ブラシホルダ交換 
(ショートの場合を除く）

六オイルシール交換 
(オイル漏れ部）

-ハウジングシール点検.修理

(水侵入の場合）
，ハウジング内異物除去

クラッチトルク容量不足^クラッチ損傷（パウダ材の磁性が失われる）^パウダ漏れ、ショート（時々 
クラッチ不良 発進できない例もある），クラッチ内へのオイル、、水侵入

9 ‘容量不足の程度が軽い場合は、クラッチのすべりが多 

いものの、発進できる場合もあるが、現象は悪化し、最 
終的に走行不能となる。

，ストールテストによる容量不足点検 

六クラッチ交換（容量不足の場合）
六オイルシール交換（オイル漏れの場合)

く参考〉クラッチトルク容量不足判定のためのストールテスト実施要領 
セレクトモニタを使用して確認できるが、あくまでも目安である。

，セレクトモニタを使用し、走行レンジにてエンジンストールテストを実施し、ストール時の「エンジン回転 
数」を測定する0缶〇マ丁のストールテスト要領にしたがって実施する0)

50車 隱車

ストール回転数 

(0レンジ）
230011)111以下

クフッチ電流 
(10^0^)

1.1〜2,4八 1，3〜2,6八

交換基準

と記ストール回転数が、上限値を越え 

ている場合は電磁クラッチを交換す 
る0
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不具合現象に基づく点検ークリープする

(1) セレクトモニタ接続後、エンジン始動0

(2) セレクトモニタの電源3界0N、ファンクション 

モード「ド05丁」を入力
(3) ハンドブレーキを確実に引き、エンジンアイドリ 

ング状態でN — 0にシフトし、電流測定。

基準値 0.1〜0,3八

(4) (3)の状態からアクセルペダルを少し踏んだり、
離したりしながら電流測定。
(アクセル3界をさせる）

1 クラッチ電流測定

基準値

アクセル開放 
(アクセル3西〇⑷ 0.1〜0,3八

アクセル踏み込み 

(アクセル3西〇卩ド）
0,3八以上

クリ プする

診断内容

アクセル8评の不良 
6011の不良 
電磁クラッチ本体不良 

電磁クラッチ〜ぢ01！間 ーネスの絶縁不良

不具合現象

完全停止の状態から走行レンジにシフトする 
と、ゆっくり動き出す

点検手順

アクセル3西回路点検
参考

事例
1

4 01¢

1 クラッチ電流測定
参考

事例
2.3

| N0

£011交換

N0

01¢

アクセル3西、

またはハーネス修理，交換

クラッチ交換

注意 ^点検時、ハーネス、コネクタを軽く引っ 

張ったり、振ったりして、接触不良がな 
いか確認する。
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不具合現象に基づく点検——発進しない

鲁参考事例

〇. 推定原因および故障現象 対策処置

アクセル3界不良（アクセル3界のまま）

アクセル開放状態でアクセル3界〇ドド（踏み込み伏態) 

となっているため、クリープ現象が発生する。
アクセル3界の点検 

アクセル3…の機能点検 
迟〇!；までのハーネス点検

クラッチ回路マイナス側ショート

2
ドラッグ電流が多めに流れるためクリーブ現象が発生す 
る。この時、エンストを伴う場合がある。

クラッチ回路マイナス側ショート

電磁クラッチの伝達トルク大

3
電磁クラッチの単品不良も考えられるが、その場合、ス 
卜ール回転数、セレクト操作性等他への影響が確認でき 
る。いたがって、クリープ現象のみの場合、パウダがな 
じむまでの一時的現象と考えられる。

々単品不良の場合は電磁クラッチ交換 

-その他の場合は継続使用
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不具合現象に基づく点検——セレクト操作性不良

セレクト操作性不良 )

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -診断一内容---------------------------------- ——不具合現象---------------------------------

-ブラシホルダ不良 ，セレクト レバー動かせない
0レバーゐケーフルの不良 動きがかたい

-電磁クラッチ不良

以 IX 1-川只

ブラシホルダ点検
(トラブルコード34の作業2〜5参照）

\ 01¢

セレクトケーブル（基本点検参照）
セレクトレバー点検

101¢

エンジン停止後操作する

| 01¢

卩レンジでクラッキングできる力、

| N0

Xレンジでクラッキングできるか

1 01¢

電磁クラッチ本体交換 'ぐ

N0

N0

N0

01¢

N0

N0

注意 点検時、ハーネス、コネクタを軽く引っ 
張ったり、振ったりして、接触不良がな 
いか確認する。
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不具合現象に基づく点検一変速不良

一診断内容------------------------------

-丑〇乂丁フルードレベル異常
峰トランスミッション コントロールケーブル

#電磁クラッチ系
，コントロールバルブ石良

一不具合現象-------------------------------

，ローのまま変速しない
，発進直後、アクセルを踏み込んでも車速がでな 

い
，キックダウンしてもエンジン回転が上がらない 
鲁キックダウンなくエンジン回転が異常に上昇す 

る
0才ーバレフする

点検手順
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1 変速特性確認

(1) 回転計を運転席から見易い場所に設置。

(2) 車輛をリフトアップ（タイヤが空転する程度)。

(3) エンジンを始動し、セレクトレバーを0、にシ 

フトして、下図の変速特性図の中に入っているか 

確認。

20 40 60 80 100

車速（卜⑺/卜）
変速 特性

不具合現象に基づく点検一変速不良

〇
 

〇 
〇
 

〇
 

〇 
〇

00

00

0 
0 
0 
0 
0 

6 
5 
4 
3 
2

エ
ン
ジ
ン
回
転
数

00(
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不具合現象に基づく点検——走行中Iンジン回転吹上がる

走行中エンジン回転吹上がる

診断内容

インヒビタ3界不良
マニアルリンケージ調整不良、またはセレクトケーブル不良 

クラッチ回路、または本体不良
コントロールバルブ不良

6011電源系不良
ベルトスリップ（金属がこすれ合うような大きな異音がする)

不具合現象

走行中にエンジン回転が吹き上がる

点検手順

〇1¢コード出力

よく再現する

流れている 流れていない

セレクトケーブル点検 
(基本点検参照）

01¢

01¢

電磁クラッチ回路点検 
(トラブルコード34参照)

トラブルコードに基づく点検.修理
(〇にコードもトラブルコードも 、
V出力されない時は日01)電源系確認ノ

！

なかなか再現できない

N6

闩#0,〇5レンジスイッチ回路点検 
(トラブルコード17参照）

N0
か

N0

N(3

シフタアームまたは
セレクトケーブル調整.交換

インヒビタスイッチ鲁ハーネス
またはコネクタ修理，交換

電磁クラッチ本体.ブラシホルダ 
またはハーネス修理.交換

注意I点検時、ハーネス、コネクタを軽く引っ 
張ったり、振ったりして、接触不良がな 
いか確認する。
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不具合現象に基づく点検一不具合推定箇所一覧表

I不具合推定箇所一覧表

不具合現象

エンストする

故障推定部位，内容

ブレーキ3界系.車速センサ系.丑腿?1シス
テム

0し1；丁0幵丁远が？ランプが 

点滅する
スリップリングに汚れ付着 
(クラッチ回路抵抗増加）

クラッチ過熱

ストール ストール回転正常

加速不良 テスト 4プーリ比がオーバー

実施 側になっている

ストール回転局い

トルク低下

ストール回転低い->エンジント 

ルク低下#クラッチトルク過大本
走行レンジにすると突然ク

ラッチがつながりエンスト
クラッチ回路㊀側とボディアースとのシ 

一卜3

301^/11以上の一定速でエン 
ジン回転ふらつく

クラッチトルクの異常な低下、ピトー圧不良 
車速センサ単体不良

10〜201011/11でアクセル開放 最低変速ライン合っていなし

処 置

該当部位の点検I交換

クラッチ醜の点検、トランスミッションの点検 
(油もれ等)クラッチを滑らせるような運転はさける

電磁クラッチ八35丫点検.交換

コントロールバルブの点検

。交換

エンジンの点検 

クラッチ点検-交換

クラッチ回路の点検

クラッチ点検、車速入力波形点検トラ 
ンスミッション八337分解.点検~

最低変速ラインの確認
―踏みこみ時ショック大 
10〜201^/11の低開度、一定 

速度でギクシャクする 
(クラッチが滑ったり、つな 
がったりする）

減速時なかなかクラッチが 車速センサ系不良
切れない

走行中（20让〇ゾ11〜）アクセル ブレーキ8界系不良

車速センサ系点検

ブレーキ8界系点検
を開放するとクラッチ切れる 

く注記〉女可能性としては低い

3-85



不具合現象に基づく点検——不具合推定箇所一覧表

該当箇所が

@:故障している可能性が高い 〇：故障していることがある 1\ \故障しているときがまれにある

セ

セ
レ
ク
卜

、

で

コト
ンラ
トン
コス
！ミ 
レッ 
厂シ
I 3

電
磁
ク
ラ
ヅ

チ
回
路

ブ
ラ
シ
ホ
ノレ
ダ

卜
ラ
ン
ス

車
速
セ
ン
サ

ア
ク
セ
ノレ
3

系

イ
ン
ヒ
レ，

丑
〇
1；

丑
0
V
T
フ
ノレ

1
ド

ア
ク
セ

レ
ク
卜
し

推定箇所
今

I
ブ
ノレ

1

)
メ

、

ヅ
シ
3
V

亡
夕
5
界
系

ノレ

I
ブ
ノレ

バ
1

位

)

1、、ノ
レ

本
体

調整不自 断線，ショート /
調整不良
ハーネス不良
スイッチ不良

調整不良
ハーネス不良
スイッチ不良

/
回

推定原天 調整不良
1、ふく

ケーブル不良

ライナ劣化

赌不良 
ベアリングの
ロック、スリッ

プリング汚れ

麵不良 / センサ不良
ハーネス不良 / 油量不足 調整不良

スタータが回る 〇

発進しない 〇 @ 八 @ @ 八

発進時エンスト 0

クラッチがすぐつな

がる
八 〇 @ 八

発進時ショック大 八 八 〇 @ @

八 赢

0

クリーブする @ 八

変速しない

乙〇冒のまま
〇 @

不

ノヽ

ま
た
は

只

アクセルを踏んでも

変速しない

〇1)のまま
@ 〇

ストール回転が低い 0

ストール回転か高い 0 0

走行中エンジン回転
〇 八 @ @ 八

八 が吹き上がる

卜？または尺時ギヤ鳴き @ 八 八 八 〇

現
^ィまたは尺切替不能 @ 〇 〇

車速201011/11以下で

もクラッチ切れず

象

八 @ 〇 八

〇5

0 — 05時エンジンブ

レーキ効かず
@

〇

(〇5ソレノイド）

0 — 1)5時ショック大 〇

0 — 1)5時エンジン回

転吹き上がる
@ 〇

0 ― 05切替不能 @ 0 〇

車が確実に止まらない
い

@ 〇

？ ^ ^切替不能 @ 〇

？レンジ以外にして

も？を解除できない
〇 @
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クリア メモリ

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ、丑〇ツ丁を選択

(カセット:498345900)

(〆）

¥£3 : 0 〇丁邮円；/

を入力

(7)

丫已3 :〇 〇丁…只;/

心車 〇を入力

1995 ⑻〇）

5 0車

1995 ⑻〇）

30 3八^8八口

7.クリアメモリ

くセレクトモニタを使用しない場合〉

バッテリー端子を外す。または、ヒューズボックス中 

のN0.14ヒューズを外す。

くセレクトモニタを使用した場合〉

③ のファンクションコードをモードI孖（： 〇

に選択実行

げ」丨〇| |〇1丁

④ 331^の表示

N/1E㈤F(丫 ㈣？

〇：丫已31:N0

-^^3の時

⑤1¢} 3界〇ドドにすればクリアメモリ完了
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